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基礎デザイン教育の構造

日 野 永 一

1.は じめ に

バ ウハ ウスの時代,イ ッテ ンやナ ギー によっては じめ られた予備教 育 ・基礎

教 育 は,戦 前の 日本の学校教 育 において は,主 として普通教育 の中での構成教

育 として発展 をして きた 。戦 後の 日本 で は,デ ザ イ ンの専 門教育 を行 うどの学

校 において も,基 礎 デザ イ ン教育 と して それ らの方法 が採用 されてい るが,時

には形 式だ けの模倣 に終 ってい た り＼ また行 ない さえす れば事足 れ りとす る傾

向 があ った り,学 習効果 の面 か らの検討 が十分 になされないま ・現 在 に至 って

い る。更 には1920年 代 に開発 された方法 が,そ の 目的 とす る ところが同 じであ

って も,50年 後 の今 日で は,よ り効 果的 な学習方法へ と発展 させ られね ば なら

ない。

この研 究 はそ うした現状 にかんがみ,基 礎 デザ イン教育 がデザ イン教育 の基

礎 として有効で あるため にはどのよ うな方法 を取 れ ば良いか を考察 し,そ の体

系的 な構 造 を得 るこ とを 目的 と して いる。

2.基 礎 デザ イ ン教育 の 目的

デザ イナ ーの養成 を 目的 とす る専 門教育 において,基 礎 デザ イ ンの学 習 は,

デ ザイナ ーが必要 とす る基礎 造形能 力を養 うことに目的が ある。 その 目的 と し

ては,次 の3っ の能 力の育成 があ げ られ る(文 献①)。
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① 創 造 力を伸 ばす

② 基礎 技術 ・表現技法 ・生産技術 等の習得

③ 造形 感覚 を養 う。

上記 の3っ の要素 が,形 態 とどの よ うなかか わりあい を持つ か,そ の学 習 こ

そが基礎 デザ イ ン教育 の中核 をなす もので なければ ならない。

なお上 の3つ の 目的 は,ほ とん ど同時期 に,同 じ結論 が高山正喜 久氏 に よっ

て得 られてい るの は興味 が深 い(文 献② 及 び③)。

またこれ らの指導 に対 す る教 育効 果 を,学 習転 移の観点 か らとらえて み るな

らば,上 記の諸能 力は挙 習 か らの実 質陶冶 によ って養 われる。基礎 デザ イ ンの

学習 が,形 式陶冶 や般化 の効果 によ って,学 習者の人格的側面 に まで影響 を与

えるこ とが あるこ とは否定 しないが,そ れを持込 む ことは極端 な精神 主義 に走

る危険性 を持 ち,学 習効 果 に混乱 をもた らす ことにもな りかねないので,こ こ

で はその立場 を取 らない。

3.創 造 力を伸 ばす

先 に示 した3っ の基礎 能 力は相 互 に深 い関係 を持 ち,実 際 の指 導の上 で も完

全 に分離 して 考 えることは出来 ない。 しか し指導の効果 をあ げるため には,あ

'る 課題 が どの能 力(複 数の場合 もある)を 伸 ばすの に効 果が あるかを考 え
,ま

た逆 にその能 力 を伸 ばす ためには どの よ うな課題 が必要 か を考察 せ ねば な らな

い。 その ため には創造 ・技術 ・感 覚 の3っ の分野 のそれぞれ につ いて,内 容 と

構 造 とを明確 にす る必要 が生ず る。

人間の創造 活動 がどの よ うにな され るか,そ のプロセス につ いては図1の よ

うなシステムが成立す る と考 えられる(文 献④ 及 び関西意匠学会昭和47年 大会

発 表)。これはG.P.Guilfordの 知 性構造 モデルと電子計算機 の システ ム を参考

に して構成 した もので あ る。Guilfordも 指 摘 しているよ うに,図1に 示 した個

々の能 力は独 立 した因子で あると考 えられ るので,教 育 の場 で は それ ぞれの能

..



図1創 造プロセスのシステム

カが高め られ る必要 があ ろ う。創造 力 とは何 か特殊 な能 力の存 在 によって なさ

れ るかの ごと く説 く説 もあるが,図1で も明 らか なよ うに,そ れは人間 の全知

的 活動で あるので,そ れぞれの能 力の指導 が望 まれ る。 なおこの システム が処

理 す る対象の 内容 は,図 形 的 ・象徴 的(数 字 等)・ 意味的(言 語等)・ 行 動的の

4っ に分類で きるが,基 礎 教育 の段 階で は図形 処理能 力のみに限定 して考 えて

行 きた い。

以下 それ らの諸能 力 につ いて考察 し,具 体 的 な学習例 をもあげてみたい。

A.着 想 力:周 囲の諸情 報 か ら 「問題」 を発見す る能 力で ある。 日頃 か ら何事

に対 して も疑 問 をいだ く習慣 を持つ こ とが有効で あ るが(文 献⑤),1秒 あた り

1,400億bitと い われる膨 大 な情報量 の 中か ら,形 態 の性 質及 び美 的情 報 を選択

吸 収す るフ ィル ター リ ングの能 力を,よ り精度 の高 い もの とす る何 らかの訓練

が必要で あ る。 また感 受性 ・親察 力 とい った受動的 な力だ けで な く,内 的 な自

発的態度 として好奇心 を持っ ことが積極 的 な着想 力 を生 む ことに なろ う。

○学習 方法:伝 統的 には 自然物 の写生 が多 く取 られて きて い る。 この方法 も

対象 の何 に興 味 を持 ったか を明確 にす るこ とに よって,よ り効果 が あげ られよ

う。 また限定 された対象 か ら,な るべ く多 くの アイデ アの ヒ ン トを得 る訓練 も

必要で あ る。

○課題例:白 然物 を写 生 し,次 にその 中の興 味 ある部分 のみ を強調 して描 き,
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最後 にそれをテーマ としてパ ター ンを作 れ。

B.発 想 力:得 られた問題や着想 か ら問題解決 の可能性 を探 る力で,発 散 的思

考 力 とも呼 ばれ る。デザ イ ンの アイデ アスケ ッチの際 にはこの力が最 も要 求 さ

れ る。

○学 習方法:一 つ の問題 に対 し,出 来 るだけ数 多 くの解答 を出 させ るこ とが

有効 で ある。

○課題例:自 分 の手 を写 生 し,こ れ を種 々の表現 技法 を用 いて,出 来 るだ け

数 多 くの表現 をせ よ。

C.構 想 力:得 られたアイデ アを,種 々の諸条件 を考慮 しなが ら,具 体的 な形

に構成 す る能 力で ある。 こ こで は時 に相矛盾す る条 件 を一つの形態 の上で解決

す る知的能 力と,美 的 に総 合す る構成 力 とが要求 され る。

○学習 方法:ど の課題 において も,作 品 を まとめ あげる際 にこの力 が必要 と

され る。例 と して は,合 理 的 な条件 を満 足 させ て,美 的 な埀間 を構 成す る 目的

を持 った もの をあげる。

○課題例:4×6(24)個 の連 続 した正方形 によ って,3方 向に安定 して置

くことの出来 る立体 を構成せ よ。彩色 す るこ と(作 例:図2)

図2正 方 形 によ る立 体構 成

.:



D.評 価 力:自 己の行動 が 目的 に適 合す るか否 か を判 断す る能 力で あ る。美 的

な判断 に よる判断 力 と合理 的 ・知的 な判 断 力の二面 の 力がデザ イ ンでは要求 さ

れ る。 この能 力はシステムの内部 において,各 段 階での結果 を評価 し,そ の 目

標 に到達 して いない場合 にはフ ィー ドバ ック させ る機 能 と,全 体 の活動 をコ ン

トロールす る制御機構 の役 目を持っ もの と考 え られ る。従 って発想 力の指導 の

際 な どには この 力を弱 め ることも必要 となる(た とえばブ レイ ンス トー ミング

の批判禁止 の ルー ルな ど,文 献⑥)。 また この能 力は あらゆる課題 を通 じて養 う

こ とが出来 よ う。

E.記 憶 力:各 殺 階で得 られた情報 をス トック し,必 要 に応 じそれ を提 供 す る

機能 を持 っ もので あ る。い わゆる記憶 力 なるものの指導 は必要 ないが,創 造 活

動 においては意識下 の記憶 が重要 な役 目を持つ(例 えば文献⑦⑧)。 各種 の材料

体験 の学 習 などがそ うい う意味で有効 であ る。学 習方法等 につ いては その項 で

述べ る。

最後 に教育 におけ る創造 につ いて付 言 したい。デザ イナーの場合 には,そ の

最終結果 と しての作品 が創 造的で なければ な らない ことは言 うまで もない。 し

か し教育 の場 にあっては それは絶対的 な条件 とは な らない。学習者 の体 験 の中

で の創造 的活動 を味 わせ ることがよ り重 要で あ る(文 献⑨)。 その心理 的 プロセ

スは直接 うか ・"い知 ることは出来ず,作 品 によ る結 果の判定 によ って類推 す る

しか ないが,課 題学習 の中で準備 された偶 然(文 献⑩)を 用意す ることによ り,

創 造体験 をさせ るこ とが可能 となろ う。 この意味 で課題の持つ条件 につ いては

十分 の考慮 が払 われねば ならない。

4.造 形感覚 を養 う

物 の形態(広 義 に用 い る)は,形 状(狭 義 に用い る)・ 色彩 ・材質の3つ の属

性 を持っ 。基 礎 デザイ ン教育 においては,こ れ らにつ いての美 的感 覚 を養 うこ

とを目的 とす るが,こ う した美的感覚 だ けで な く,そ れ以前 に知 的 な造形感 覚

を養 うことも忘 れては なるまい。
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A.形 状

a.基 礎 感覚:形 状 の量 や方 向等 を正 し く認知す る感覚 が先ず要求 され る。本

来 これ らの知覚 力は専門教育 以前 に十 分習得 して お くべ きもので あ る。専門教

育 において特 に重 視 して訓練 され ねばな らないものに,立 体思考 力が ある。3

次 元的 な形状 ・空 間 を頭 の 中 に想像出 来 る能 力は,基 礎教 育の 中で も十分 に発

達 さすべ きもので ある。

○学習方法:図 学 や製図の 中で論理的 に立体 を理解 させ る教育 は従来 も取 ら

れて きたが,そ れ らを直感的 に把 握 させ る指導 がもっ と必 要で ある。投 影図 か

ら立体の見取図 を描 かせ る方法 も効果 があ る。

○課題例:33の 立 方体 を4

・5・5・6・7個 の5つ

の ブロ ックに分 け,一 定の

用紙 か ら最 大の ものが作 れ

るよ う展開図 を考 え,組 立

てた役 に再構成,彩 色せ よ

(作 例:図3)。

b.美 的 感覚:リ ズム,バ

図3立 方体の分割再構成

ランス,プ ロポー シ ョン等 とい った美 的構 成原理 にっ いて体験 させ,表 現 しう

る能 力を伸 ばす学習 は,従 来 か ら基礎 教育 の中心 をな して きた感 があ り,そ の

方法 につ いて もそれぞれ特色 あ る指導 が なされてい るので,詳 細 は省略 したい。

c.形 状 の性 質の理 解:各 種 の形 状の持っ 法則性 を発見 させ,特 殊 な表現 効果

を学 ばせ るこ とは,創 造の着 想力 と深 い関係 を持っ が,形 状の体 系的 な指導 と

い う立場 か ら,こ ・で取 上 げることも可能 で あろう。geometricalartやoptical

artの 仕 事 が,こ の面での学習 に指標 を与 えて くれよ う。

B.色 彩

a.基 礎 感覚:2色 の どち らが明 るいか,赤 味 が ・って いるか等 の判別能 力に
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欠 けた者 を,相 当の訓練 を受 けた者の中 にも見受 けるこ とがあ る。 この ための
s

訓練 を特 に取 り上 げ る必要 はない が,色 の体系 の中 におけ る各色 の位置 を理解

させ ることが,ま ず 考 え られ るべ きで あろ う。

b.配 色感覚:色 彩調和の感覚 の訓練 につ いては,既 に多くの研究 と実践 が行

なわれてい るので,こ ・で は省略 をす る。

C.材 質

材質感 の研究 につ いて は未だ学 問的 に も究明 きれて いないこ とが 多い。光沢

との関連 が深い ことは想像 されるが,今 後 に研究 の待 たれる分野で あ る。 フロ

ッター ジュや紙 によ るテ クスチ ュアの作成 などが,学 習方法 として取 られるこ

とが多い。

5.材 料 と表現技法

デザ イ ンにおけ る表現 技法 の学 習 と して は,基 礎 的 な素 材 を用い造形の可能

性 を追求 して行 くもの と,レ タリング ・レンダリ ング等 の専 門的表示技法 の基

礎 をなすもの との2つ に大別 で きる。 こ ・では便 宣上 前者 を1,後 者 をIIと し

て お く。またそれぞ れに平面 を中心 と した もの と,立 体 的 な作業 を中心 と した

もの とに分 けられ る。

A.平 面1:色 材 を中心 とした各種 の表現 技法 を用 いて,造 形の可能性 を追 求

す ることを目的 と した学 習が その内容 となる。 いわゆ るモ ダ ンTク ニ ックや イ

ラス トレー シ ョンの作業 が 多い。 この学 習の方法 や内容 にっ いては幾っ かの独

自 な研 究 が見 られるので(文 献⑪⑫ ⑬等)詳 細 はそれ らに譲 られたい。

B.平 面II:レ タ リングや写真 ・印刷(版 画 も含 む)の 技術 と,そ の表現 効果

や特性 の学習 を中心 として,ビ ジュアルデザ イ ンの専 門的表示技術ヘー 歩近ず

いた もの がこの 中 に含 まれる。 どちらかとい うと技能的 な学 習が多 くなるが,

そ の中 において創造性 を発揮 させ る課題 を持っ ことも可能 で ある。

C.立 体1:立 体 的 なデザ イ ンに用 い られ る材料 とその成形 技術 は無限で あ る
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と言 って も良 い。 それ らの全部 につ いて指導 す ることはも ちろん不可能 で ある。

教育 の場 で はそれ らを整理 して効果 的 に指導 しなければな らない。 これは木材

・金属 とい った過去の分類 によるもので な く
,材 料 の物理 的性 質 と形 態 とか ら

分類す るのが有効で あ

る。 その案 を図4に 示

す(文 献⑤)。 成形技法

もこれ らの分類 によっ

て導 くことが出来 よ う。

○学習方法:こ こで

は各種 の成形技法 を理

解 させ ることよ りも,

種 々の材料体験 を与 え,

そ の材料の造形可能 な

限 界 を発展 させ るこ と

によ り創造 性 を伸 ば し,

そ れぞれの材料の表現

特性 を学 ばせ ることに

その ね らいが ある。

剛'性 塑 性 弾 性 軟 性

石・ レンガ 粘土 条ポ ンジ 綿
塊
木のかたまり 消 しゴム

コンク リー ト

金属 の鋳物

材

木 の柱 針金 竹 ひご 糸
線
コンクリー トの 金属 のパイプ ビアノ線 ひも

柱
なわ

塩 ビのパ イプ

材

木 の板.合 板 金属板 塩 ビ板 布

面
ガラス 紙 ゼンマ イ うすい紙

や きもの 塩 ビシー ト

皮

材

図4材 料の分類

、 齒 宀A

図5各 種材料による動物
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○課題例:あ る動物 を一枚 の紙(切 離 な さず接着 材 も用い ない)で 作 れ。次

に同 じ動物 を針金 で作 り,更 に塊材 を削 って作 れ(作 例:図5)

D.立 体II:製 図 ・レン ダリング ・モ デ リング等 の表示 方法 の技能 的訓練 が中

心 とな る。写生 等 による描写 表現の 力を含 めて もよい。 これ らの訓練 は実際 に

相 当の時 間 をかけて行 なわれて いるが,能 率的 な指 導の体系化 が考 え られて よ

い,(レ ンダリングの例 で は文献⑭)1

6.チ ェ ックリス トの提唱

以 上,基 磯 デザ イ ン教育 において養 うべ き目標 とその方法 について概説 した

が,デ ザ イナ ーと して の基礎 能 力 を育 て るため には,こ れ ら全般 にっ いての指

導 が必要 となる。指導計 画 を作成 す る場 合 には,当 然 それ らについて考慮 しな

けれ ばならない。 そのため に図6の よ うなチェ ックリス トを提 唱 したい。

ここには上 に述べ て きた各項 目が掲 げ られて あるが,あ る課題 がそれ らの ど

の能 力を伸 ばすの に効 果 があ るか(一 つの項 目のみ とは限 らない)を 考察 し,

チ ェックを して行 く。そ れを参 考 と して指導 計画 を立 て るため のもので ある。

もちろん これ らの中 には相当 のウ ェイ トを置 いて指導 しな けれ ばな らない もの,

も少 くな く,項 目の内部 を更 に細 分化す る必 要の あるもの も少 くない。 た ・"基

礎 教育 においては,課 題 を トー タルす るこ とによ り基礎能 力が養 われ るもので

あるので,こ うした何 らかの検討 が必要 となろ う。

7.機 能性 の導 入

時折専 門のデザ イナー の間 から,基 礎教育 無用論 が聞か れるこ とがあ る。 そ

れは現在 の基礎 デザ イン教育 が,現 実 のデザ イ ンとの結 びつ きが弱 い とい う理

由 によ る。 もちろん そこ には教育の意味 を十分理解 しない皮相的 な見方 が存 在

す る。 しか し基礎 デザ イ ン教 育内部 に も幾 つ かの間題 が あるこ とは事 実で あ る。

一つ には基礎 の担 当教官 が デザ イナー と しての実 務経 験 が薄 く
,ま た その意
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基 礎 能 力 課題A 課 題B

創 着 想 力 観察 力 ・感受性

造 発 想 力 アイデ アカ ・独創 力

力 構 想 力
'

構成力

形 状 基礎感覚(立 体想像力等)

美 美的感覚(リ ズ ム ・バ ランス
調
和

・プ ロ ポ ー シ ョ ン 等)
感

的
性質の理解 覚

感

色 彩 基礎感覚
配色感覚

g

様

材 質 テ クスチ ュア
の

統
覚
時 間 ・空 聞

一

光 ・陰 影
口

平 面1 イ ラ ス ト レ ー シ ョ ン

モ ダンテ クニ ック 等

表
平 面II レ タ リ ン グ

写真 ・印刷技術 等

現 立 体1 線 材 材料の性 質(剛 性 ・塑性 ・

面 材
弾 性 ・軟性)

技 成 形技術(注 型 ・切削 ・折

塊 材 曲'・ 接 合 等)

法 立 体'II 製 図

レ ン ダ リ ン グ

モデ リング 等

情 操 表 現 性

機 視 覚 伝 達 性

装 飾 性

能 使 用 性

構 造 性
性 生 産 性

経 済 性 等

図6課 題 の チ ェ ッ ク リス ト
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識 も機能 か ら離 れた形態 その ものに興味 が移 ってい る例 が少 くない とい うこと

もあ る。一方指導 を受 けた学生 も,専 門教育 の中で その成果 を生 か しきれて い

ない とい う現象 もあろ う。 だが最 大の問題 は基礎 教育 と専 門教育 の間 には大 き

な溝 があ り,そ れ をつ な ぐ有効 な掛 け橋 が未 だ完 全 なものに なって いない とい

うことにある。で はその両者 をつ なぐもの は何 か。 それは機能性 の導入で ある。

つ ま り基礎教育段階で 行 った形態 の学習の 中に,Spiralcurriculumの 原 理 に

よって(文 献⑮)機 能性 の条件 が,低 次の もの か らよ り高次 の ものへ と,徐 々

に導入 されて くる ことで あ る。

デザ イ ンにおけ る機能 性 の示 す ところは非 常 に幅広 い。 しか しその 内容 は以

下 に示す よ うに分類 出来 よ う。 また その学習 方法 にっ いて も触れ るが,こ れ ら

の機能 は専門分野 ごとにその内容 を異 にす るので,こ の時 点 から各専攻 コース

に分 かれた学習 が行わ れて 良い もの と考 え られ る。

A.情 操表現性:あ る待定 の感情 や情操 を表現 す るこ とで,絵 画 や彫塑 におい

て は自己のそれ を表現 す る ことが主 目的 と なる。 デザ インの場 合 には 目的 に応

じて,さ まざまな表現 を行 うことが要求 され る。 ビ ジュアル デザ イ ンにお いて

特 に必要 とされ る能 力で あ る。

○学習方法:具 象的 なイ ラス トレーシ ョンの学習 ばか りで な く,色 彩 実習 に

おいて行 なわれ ることが多い。

○課題例:生 ・正 ・成 ・清 ・聖 ・静 な どの抽象的 な語 を一つ選 び,抽 象的 な

表現で その語 か ら受 ける感情 を画 面 の上 に表現せ よ。

B.視 覚伝達性:広 義 には上記の情操表現性 をも含 むが,こ こで は知的 側面 に

訴 えて理解 させ るもの に限定 す る。文字 や図形の視認性 の問題 や,マ ー ク,サ

イ ン,シ ンボルや地図 ・統 計図 ・説 明図 とい った一連 の発展す る学習 が考 え ら

れ る。

C.装 飾性:機 能 的 な造形 作品で あって も装飾的 な効 果 は要求 されるが,主 と

して パ ター ンの研 究 が中心 となろ う。 またデザ イ ンされ たものが置 かれ る環境
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との関係 にも意 を用 い させ ることが必 要で ある。

D.構 造性:立 体的 な ものの,そ れ自身 を支 え る物理 的 な構 造 につ いて理 解 さ

せ るこ とであ るが,よ り少 い材料で とい う条件 が常 に前提 となる。線 材 ・面材

・塊材 とい う材料 の形状 によ って それぞれ構造 の原理 が異 るが,マ ッチ棒 によ

る トラス構造 や紙 によるシ ェル構 造 の学 習 が一般 に 多く行 わ れて い る。

○課題例:一 枚 の合枚で,分 解 ・組立 が可能 な家 具 を作 れ。接着剤 ・くぎ ・

ね じの類 は用 いないこ と。

E.使 用性:一 般 に機能性 と呼 ばれる もので あ るが,広 義 に用 いたそ れと混 同

す る恐 れがあ るので,不 適切 で はあるが この言葉 を用いてお く。 これ は更 に次

の よ うに細分 化で きる。

・物理的使用 性:機 械の機構 や性 能 の よ うにその ものの物理 的 な働 き。

・生理的使用 性:使 い勝手 の よ うな生物 学的 な人間 との関係 。人間工 学 はこの

関係 を数量的 に把握 しよ うとして いる。

・心理的使用 性:も の が人 間 に与 え る心理 的効 果。扇風機 の青 ,ス トーブの赤

の よ うに人間の感情的側面 に訴 える。

・社会的使 用性:社 会的存 在 と しての人間 に働 きか けるもgで ,社 会の風俗 ・

習慣 とも深 い関係 を持つ。街頭 の ごみ箱 もごみの回収 ・処理 システムの 中で考

え られねば な らない。

・環境的使 用性:そ の ものの用 い られ る周囲 の環境 との調和 を図 ることで あ る。

並べ て置 かれ るものの寸法 の統 一 とい った 問題 か ら,都 市の 中に置 か れ る形 態

の調和,自 然環 境の生態系 との関係 とい った もの まで含 まれよ う。

使用性 に関す る学習 につ いて は次項 で述ぺ たい。

以上 の他 に生産性や経済性 の問題 が あるが,こ れ らは学校教育 の中 で細 か く

追求す るこ とは限 界があろ う。材料 の無 駄 な く,製 造技術 の基本 をお さえると

い う立場 か らの指導で良 い と思 う。
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8.使 用 性学習の展 開例

前述 の よ うに機能性 の条 件 を導 入 し,基 礎 教育 か ら専 門教育へ の橋渡 しをす

る場 合,機 能の持つ水準 が,易 しい もの か ら難 か しい ものへ と徐 々に高め られ ,

連 続 的 な関係 を持 たねば ならない。 この専門教育へ のア プローチの具体 的方法

は,各 専 攻 によって異 るで あろ うし,ま た同 じ専門 分野 で あっても幾つ もの方

法 があ り得 るで あろ う。以 下 に示す のは イ ンダス トリア ルデザ イ ンの場 合の一

つ の例 で ある。

○課題例1:曲 線的 ・単純 ・動的 ・非 規則的 とい う条 件 を持 った,視 覚的 に

美 しい形状 を作 れ。

この課題 は機能性 を含 んでは いない。次の課題へつ なが るもの と しての意味

を持つ もので ある。

○課題例2:手 に持 って ここち良 く,視 覚的 にも美 しい形状 を作 れ(ハ ン ド

・スカルプチ ァー)。

ここでは生理 的使用性の初歩 的条件 が導 入 されて い る。

○課題例3:工 具 を一種選 び,そ の に ぎりの部分 のデザ イ ンをせ よ。

生理的使用性 の条件 が一段 と深 くな り,物 理 的使 用性 の条 件 が入 って くる。

○課題例4:懐 中電 灯(あ るいは電気 ア イロ ン等)の デザ インをせ よ。(以

上作例:図7)

図7使 用性への発展例

物理 的使用性 が強 くなると同時 に,手 で扱 うとい う点 か ら生理 的使用性 の問

題 も含 まれて いる。
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この後 にはいわゆるメカニ ズムの条件 が複雑 になって くる・種 々の製品,更 に

は製品相互 間の関係 を持 った もの,ス トリー トフ ァニチ ュアの よ うに社 会的 な

場 の 中で の意 昧 が問われる もの と,機 能 的条件 が段 階的 に強 まって くる課題へ

と発展す べ きで ある。 これ らの発展的 関係 を図示す れば図8の ご とくになる。

なおビ ジュ アルデザ イ ンにっ いて も同様 な発展 が考え られ るので,同 じく図

9に 示す。

ままた この発展 を基礎 デザ イ ン教 育 の時 と同 じよ うにチ ェ ック リス トを作成す

基 礎 訓 練

発想力の訓練

観察力

発想練習

イメージ力

材料 ・生産性

髄'機 構

使用性

技 法 練 習

O表 現 技法

製図 ・レンダ リング

モデ リング ・写真等

O生 産技術

金属 ・合 成樹脂

木材 ・塗装 ・印刷

感覚訓練

形

色彩

テクスチュア

構成原理

基 礎 訓 練

発想力訓練

自然物 から

技法の可能牲

感精の表現

ニユービジョソ

技法練習

用具 と用法

コラー ジュ

フォ トモ ン

ター ジュ

感覚訓練

形

讎

テクスチュア

構成原理

機 能 へ の ア プ ロ

ハ ン ドス カル プチSア 紙 のパ ッ

1
ハ ン ドルのデザ イ ン ケー ジ

1

懐 中電燈 のデザ イ ン

一 チ

家具 ・クラ

フ ト等の デ

ザ イ ン

伝 達 性 の 理 解

マー ク・シンボル ・図表 ・地図 ・交通樗識 等

工 業 製 品 の デ ザ イ ン

電気機器 ・光学機器 ・家庭機器等

視 覚 伝 達 デ ザ イ ン の 分 野

新聞広告 ・雑誌広 告 ・ポスター ・エデ ィ トリ

ァル 。POP・TV・ パッケー 諺等

デ ザ イ ン と 社 会 性

ス トリー トフアニチ1ア ・製贔 の総 合的 デザイ

ン(デ ザイ ン5ス テム ・デザ イ ンポ リシー の問

題 を含 む)

プ ロ ダ ク トデザ イ ンへ の 発展

デ ザ イ ン と社 会 性

企業広告 ・公共企 業体 のデザイン ・デザイン

ポリシー 等

図8 図9 ビジュァルデザ イ ンへの 発展
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れば(図10),機 能

性 の要素 が,徐 々

に,低 次の もの か

ら高次の ものへ と

発展 す るの が理解

で きよ う。

9。 最後 に

1959年 『9月,現

代 の教育 界に衝撃

、

的 な波紋 を投 げか

けた ウ ッヅ ・ホー

ル会議 は,4つ の 図10機 能性のチェックリス ト

テーマ につ いて次 の ような結論 を導 いてい る(文 献⑮)。

i.そ の教科 の基 本的構造 を理 解 さす こ と。 また学習転 移の立場 か ら見て,

は じめの学習 があ との挙習 を容 易 に しよ うとす るな らば,は じめに出会 った も

の とあ とで出会った もの との関 係 が,で きるだ け明 らか になるよ うな概観 図 を

提 供す る ものでな けれ ばな らない。

iLど の教科 で もその基礎 を,な ん らかの形 で,ど の年令の,だ れにで も教

えるこ とがで きるで あろ う。

iii.直 感 的思 考は,た とえ どの よ うな仕 事で あって も,そ の仕事 をす すめ る

うえで も っとも価値 の ある財貨 ともい うべ きもので あ る。

iv.学 習 す る教 材 その ものに興味 をもつ ことこそ学習 に対す るもっ ともよい

刺激 で あ る。

これ らの結論 は非常 に大 きな意味 を持 ってい るもの で あるが,い まデザ イン

教育 において これ を考 えてみ るならば,一 番 の問題 はデザ インとい う教科 の構
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造 とは何 か とい うことで あろ う。 これはデザ イ ンの諸現象 を並 べてみ て も簡単

に得 られ るもので もない し,ま た人 に よって も意見 の分れ るところで もあろ う。

しか し教育の場で最 も理解 させ ねば な らない基 本的 な構造 と して ,私 は 厂機能

と形態 の有機的 な結合」 をあ げたい。初 心的 な学 習者 に取 って は ,形 態 に対 す

る条件(機 能 をも含む)は,創 造活動 を抑制す る因子 と して しか考 えられない。

これがあ る瞬 間 に,直 感的思 考 力によって上記の基本構造 を満 足 させ る造 形的

解 決 を得 る。っ ま り創造活動 に とってマ イナ スの条件 と思 われた もの が ,あ る

瞬 間以来逆 に創造 を促進 させ る必要 な条件 となる。 このコペルニ クス的転 回 を

学 習者自身 に味 わせ ることによ り,学 習 への興味 と創造 への意欲 をか りたて る

こ とが出来 よ う。

も ちろん こ うした学習体験 を させ るた めには ,初 心者で あって も,あ る程度

の専門教育 を受 けた者 にとって も,そ れ ぞれの能 力の程度 に応 じた適 切 な 「条

件」 が用意 された学習 を行 い,前 の学習 に連 続した次 の学習へと発展 するSpiral

curriculumの 原 理 に基ず いた学習 を行 うこ とによって よ り容 易 となろ う。

デザ イ ンにおいて は 厂機能」 との結合 が問題 となるが,こ れ を初心者 にとっ

て も十分 に理解 で きる 「条件」 に置 きか えた ことは,基 礎教育 を創 始 した人の

卓 見で あろ う。 またデザ インが総 合的 な活動 で あるが故 に,基 礎教 育で は分析

的 な方 法 を多 く取 った こともやは り特 記 されてよい ことで あろ う。 しか しデザ

イ ン教育 が量 的 に普及 した今 日で は,学 習効果 とい う観点 か ら再検 討 が加 えら

れて良 いのでは あるまいか。

この小論 は そ うした意味 か ら基礎 デザ イ ン教育及 び それ か らの発展 につ いて
,

そ の一つの あ り方 を示 した試 みで ある。指 導例 も私 自身が行 って きた もので あ

るので,あ るいは もっと効果的 な例 が実践 されて いるか も知 れ ぬ。 しか しこれ

を基礎 デザ イ ン教育 の全体 像 を把握 す る試 みで あるこ とを理解 して いたfき ,

よ り本 質的 なあ り方 を論 ず る研究 のた めの捨 石 となれば幸で あ る。
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⑥ オ ス ボー ン 上野 訳 「独創 力 を伸 ば せ」 昭33ダ イヤ モ ン ド社

⑦ 金野 正 「創 造 力 と は何 か」 昭47創 元社

⑧ 中 山正 和 「発 想の 論 理」 昭45中 央 公論

⑨ 恩 田彰 「創 造 性の 研 究」 昭46恒 星 社厚 生 閣

⑩ 恩 田 ・野 村 「創造 性 の 開 発」 昭39講 談 社

⑪ 真鍋 一男 「造 形の 基 本 と実習 」 昭37美 術 出 版社

⑫ 郡 山正 「デザ イ ン基礎 技法 事 典」 昭42岩 崎 美術 社

⑬ 田 中 ・三好 「デザ イ ンの基 礎 練 習」 昭35美 術 出版 社

⑭ 日野 永 一 「レ ンダ リ ン グ入門 」 昭45鳳 山 社

⑮ ブ ル ーナ ー 鈴木 ・佐藤 訳 「教 育 の過 程」 昭38岩 波 書店
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